
構築物 45¶901 7¶683 92¶267 145¶852 92¶199 238¶052

工具器具備品 4¶220¶190 681¶569 2¶306¶417 7¶208¶176 2¶147¶966 9¶356¶143

その他の固定資産 29¶735 4¶036 968¶424 1¶002¶196 174¶919 1¶177¶115

流動資産 5¶010¶590 475¶687 35¶947 5¶522¶225 9¶436¶252 14¶958¶477

帰属資産 51¶165¶130 7¶890¶401 75¶071¶201 134¶126¶733 31¶054¶195 165¶180¶928

注）１．セグメントの区分方法
セグメントを業務に応じて、医学部附属病院、歯学部附属病院、その他と区分し、各区分に配分できない業務費用、業務収益、帰属資産は、法人共通として区分しております。

注）２．業務費用のうち、法人共通は各セグメントに配賦しなかった費用及び配賦不能の費用であり、その主なものは役職員人件費、一般管理費及び補助金等事業（教育経費、研究経費、診療経費、教
育研究支援経費、人件費、一般管理費）で、それぞれ2¶158¶484千円と893¶174千円と1¶449¶584千円（611¶489千円、183¶875千円、22¶651千円、564¶067千円、67¶500千円）です。

注）３．帰属資産のうち、法人共通は各セグメントに配賦しなかった資産であり、その主なものは預貯金で、8¶976¶549千円です。
注）４．各セグメントにおける目的積立金の取り崩しを財源とする費用は以下の通りです。

区 分 医学部附属病院 歯学部附属病院 そ の 他 小 計 法 人 共 通 合 計

目的積立金取崩額(費用) ` ` 64¶121 64¶121 277¶147 341¶269

（単位：千円）

注）５．附属病院セグメントにおける運営費交付金収益は、附属病院に関し国が予算積算した運営費交付金を収益化した場合の相当額と、医学部附属病院については1¶419¶581千円、歯学部附属病院につ
いては1¶048¶469千円差額がありますが、これは本学の運営費交付金に係る内規によって算出した額を収益計上したことによるものです。

注）６．各セグメントにおける減価償却費、損益外減価償却相当額、引当外退職給付増加見込額及び引当外賞与増加見込額は以下のとおりです。
（単位：千円）

区 分 医学部附属病院 歯学部附属病院 そ の 他 小 計 法 人 共 通 合 計

減価償却費 2¶425¶398 420¶661 911¶009 3¶757¶069 351¶000 4¶108¶070

損益外減価償却相当額 9¶258 1¶266 1¶648¶925 1¶659¶450 438¶964 2¶098¶415

損益外減損損失相当額 288 ` 105¶003 105¶292 1¶936 107¶228

引当外退職給付増加見込額 366¶281 102¶725 � 735¶490 � 266¶483 � 13¶848 � 280¶332

引当外賞与増加見込額 6¶794 1¶365 � 14¶596 � 6¶436 5¶896 � 540

L̃ 寄附金の明細
（単位：千円）

区 分 当期受入(千円) 件数（件） 摘 要

医 学 部 附 属 病 院 71¶992 93 うち現物寄附 6¶269千円 13件

歯 学 部 附 属 病 院 8¶829 38 うち現物寄附 8¶179千円 35件

そ の 他 1¶599¶069 2¶108 うち現物寄附 438¶723千円 1¶391件

法 人 共 通 90¶454 187 うち現物寄附 26¶584千円 174件

合 計 1¶770¶347 2¶426

C̃ 受託研究の明細
（単位：千円）

区 分 期 首 残 高 当期受入額 受託研究等収益 期 末 残 高

医 学 部 附 属 病 院 295¶442 194¶925 114¶079 376¶288

歯 学 部 附 属 病 院 2¶314 11¶372 3¶345 10¶341

そ の 他 154¶056 1¶467¶736 1¶428¶713 193¶079

法 人 共 通 2¶980 27¶598 30¶578 `

合 計 454¶793 1¶701¶633 1¶576¶716 579¶709

平
成

™
š
年

˜
—
月

™
›
日
月
曜
日

(
号
外
第

™
™
 
号
)

官
報

›
™
™


		2011-10-23T14:56:19+0900
	C=JP, O=National Printing Bureau, CN=Vice President
	国立印刷局
	（なし）




